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Donan Umimachi Shinkin Bank
DISCLOSURE 2019

当金庫は、2018年度から第三次3ヵ年経営計画「Progress」を策定し、基本戦略に「付加価値の高い課題解決策の提供」を盛り込
み、中小企業および地域に対する具体的な取り組みを掲げております。
特に、関連支援機関等との連携強化の下、コンサルティング機能の一段の整備による事業再生支援・創業支援・新事業支援・事業承
継支援等への取り組み、販路拡大のための各種情報の提供・支援を強化してまいります。 

1.中小企業の経営支援に関する取組方針
「地域金融円滑化のための基本方針」をはじめ、「金融円滑化管理規程」「金融円滑化要領」および「経営改善計画指導要領」を策定
し、取組方針を整備しております。
2.中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況 
（1）認定経営革新等支援機関としての態勢整備

中小企業の経営課題が多様化・複雑化していることを踏まえ、中小企業の経営力を強化することなどを目的に、国が公的に認定
する「経営革新等支援機関」として、お取引先の事業計画の策定支援等に取り組んでまいります。

（2）外部機関および外部専門家等との連携強化
北海道中小企業総合支援センター等の関連支援機関および外部専門家等とのネットワークを活用した支援態勢の構築、また、
定期的に開催される各種会議等を通じて支援施策の共有等、関連支援機関等との連携を図り、中小企業の経営支援に取り組ん
でまいります。

（3）㈱日本政策金融公庫と「業務連携・協力に関する覚書」を締結し、連携・協力態勢にあり、創業支援、事業再生支援を中心に取り
組んでまいります。

（4）北海道事業引継ぎ支援センターや信金キャピタル株式会社等と連携し、円滑な事業承継に取り組んでまいります。
3.中小企業の経営支援に関する取組状況 
（1）創業・新事業開拓の支援

2018年度中における創業・起業に係る取組事例としては、小売業、飲食業、宿泊業、医療保険福祉における開業資金および店舗
設備資金、並びに車輛購入資金、風力発電本体購入費用等の新事業資金の需要がみられ、事業計画の妥当性の検討、策定支援
等のコンサルティング機能を発揮し、資金需要に応じております。
（2018年度創業・新事業資金取組実績30件、142百万円）

（2）経営改善・事業再生等の支援
企業支援部が中心となって、営業部店と連携し支援対象企業を訪問する等、より個別・具体的に支援企業の再生に向けた取り組
みを強化しております。
具体的な取組状況としては、企業支援部による2018年度の支援対象選定先を11先とし、経営改善・再生支援に向け取り組みい
たしました。

（3）事業承継の支援
北海道中小企業総合支援センターや北海道事業引継ぎ支援センター等と連携し、親族内・従業員承継や第三者承継（M&A）に
向けた取り組みを強化しております。

4.地域活性化に関する取組状況 
（1）地元素材を活用した新商品の開発支援講座の実施

渡島総合振興局・中小企業基盤整備機構北海道本部と連携し、地元の素材を使って取り組む食品系の新商品の開発を支援する
実践的な講座「J（Jimoto）級グルメ開発支援講座」を実施しました。

（2）人材に関するニーズへの取組み
人材不足の解消、専門職の採用等に対応するため、パーソルホールディングス株式会社と業務提携を締結し、人材ビジネスマッ
チングに取り組んでおります。

（3）地域行事への参加、スポーツ振興への支援
「函館港まつり（ワッショイはこだてパレード）」「江差・姥神大神宮渡御祭」などの各地域イベントへ積極的に参加しております。
また、「道南うみ街信用金庫杯少年軟式野球大会」「道南うみ街信用金庫杯ジュニアフットサル大会」の主催や「奥尻ムーンライト
マラソン」への協賛・参加を通じて地域の皆さまと交流を深めております。

5.経営改善支援の取組実績（2018年4月～2019年3月）

中小企業の経営の改善および地域の活性化のための取組状況 中小企業の経営の改善および地域の活性化のための取組状況 

注）1.期初債務者数および債務者区分は2018年4月当初時点で記載しております。
2.債務者数・経営改善支援取組先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン・住宅ローンのみの先は含まれておりません。
3.「再生計画を策定した先数」は2013年度から2018年度中に策定した先のうち「中小企業再生支援協議会の再生計画策定先」+「RCCの支援決定先」+「金融機関独自の再生計画策定
先」の先数を記載しております。

注）2019年3月末現在で取扱中の融資商品のみ記載しております。
※金額単位未満および小数点第3位以下は切り捨てして表示しております。
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当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受
けた際に真摯に対応するための態勢を整備しています。
また、経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、同ガ

イドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。
当金庫では、2018年度の新規融資において、経営者保証に依存しない融資の該当はありませんでした。
また、保証契約の解除および経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立（当金庫をメイン金融機関として実施し
たものに限る）についても該当ありませんでした。

「経営者保証に関するガイドライン」への取り組み「経営者保証に関するガイドライン」への取り組み

当金庫は、地域の中小企業および地域の方々に対し必要な資金を安定的に供給し、地域経済の発展に寄与するため、以下の方針に
基づき、地域金融の円滑化に全力で取り組んでまいります。

1.取組方針
当金庫は、地元中小企業はじめ地域の方々のさまざまな資金ニーズに安定した資金を供給いたします。
また、経営環境の変化による条件変更等の相談については、誠実かつ丁寧な対応を行うことを基本方針とし、これまでと同様、地域
の中小企業および地域の方々が抱えている問題を十分に把握し、その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

2.金融円滑化の円滑な実施にむけた体制整備
当金庫は、上記取組方針を適切に実施するため、最終意思決定機関を理事会と定め、以下の体制の整備を図っております。
（1）地域金融円滑化のための基本方針の策定。
（2）金融円滑化管理規程の策定。
（3）金融円滑化管理責任者の選任および統括担当部署の設定。
（4）金融円滑化管理責任者は、関連する各部門と連携して「経営者保証に関するガイドライン」に基づく対応を適切に実施するため

の体制整備を図ります。また、役職員に対し、同ガイドラインに基づく対応を適切に実施することを確保するために必要な事項を
周知徹底いたします。

（5）金融円滑化管理責任者、顧客説明管理責任者および顧客サポート管理責任者は連携して、主債務者および保証人からの保証契
約に関する相談等に対して「経営者保証に関するガイドライン」に基づき適切に対応するための取り組みを行います。

（6）営業部店に「相談窓口」を設置するとともに、営業部店長を｢金融円滑化責任者｣として任命。
（7）本部企業支援部支援課による一層の経営改善指導の強化。
（8）取引先の事業価値を見極める能力（目利き能力）を向上させるため、各種講座の受講。
（9）苦情受付処理について本部経営管理部コンプライアンス課とする。

経営管理部コンプライアンス課 電話番号 0139－52－1058

3.他の金融機関等との緊密な連携
当金庫は、複数の金融機関から借入れを行っている取引先から貸付条件の変更等の申し出があった場合など、他の金融機関や信用
保証協会等と緊密な連携を図る必要が生じたときは、守秘義務に留意しつつ、取引先の同意を得たうえで、これらの関係機関と情報
の確認・照会を行うなど、緊密な連携を図りながら地域金融の円滑化に努めてまいります。

4.貸付条件の変更等の実施状況
貸付条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の金額および件数は以下の通りです。

地域金融円滑化に向けた取り組み地域金融円滑化に向けた取り組み

(単位：件・百万円)

※単位未満は切り捨てして表示しております。
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134うち、取下げに係る貸付債権

うち、審査中の貸付債権

うち、謝絶に係る貸付債権

うち、実行に係る貸付債権

債務者が中小企業である場合 債務者が住宅資金借入者である場合

貸付条件の変更等の申込み
を受けた貸付債権
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